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北海道における生涯学習の指導者研修
の現状と課題

一社会教育を中心として一

秋 山 春 雄
（北海道教育庁）

１ は じ め に

広く人々の生涯学習を援助するには，地域における指導者の充実が不可欠
である。つまり日常的な学習活動を直接に援助する中心は市町村であること
からすれば，市町村の人的条件の整備が重要であるということになる。
北海道教育委員会がまとめた「道民の生涯学習に関する意識調査」（平成
４年８月，８年３月）では，「社会教育，スポーツ活動，文化関係などの専門
職員やそれらの活動のリーダー，指導者となる人を増やすことが大切である」
とした割合がそれぞれ33.6％，20.2％となっており，指導者の充実が「学習
機会の充実」や「活動施設の充実」に次いで高いことがわかった。また，道
立社会教育総合センターがまとめた「生涯学習推進体制の整備に関する調査
研究」（平成８年３月）では，市町村の生涯学習推進上の当面する課題として，
行政関係者の理解や生涯学習関係職員の充実，学習活動を支援するための人
材等の養成・確保が上位に上げられている。
これらのことからも，道民の学習活動の推進には，行政の専門職員をはじ

めとする生涯学習指導者の充実，とりわけ市町村の指導者を養成・確保する
ことが求められているといえる。

２北海道生涯学習推進基本構想と指導者の充実
平成５年３月に「北海道生涯学習推進基本構想」が策定され，生涯学習社
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北海道における生涯学習の指導者研修の現状と課題６９

４北海道の生涯学習指導者の研修機会

(1)生涯学習指導者の範囲と研修
今テーマとなっている「生涯学習指導者の研修と現状・課題」をまとめる
ときに一番の問題点となるのが,生涯学習指導者の概念をどう整理するかと
いうことである。
その概念には「市民あるいは集団の自由でかつ多様な自発的学習や活動を

直接的または間接的に援助する立場にある者」や，「人々が出生から死亡まで
の全生涯において家庭・学校・地域・職場等で行う学習を目的的に援助する
立場にあり，社会的に公認されている者」などの定義がなされている。しか
し，それらの定義にしたがっても，その領域や指導者の範囲が多岐にわたっ
ているため，把握しきれないのが現状である。
したがって，ここでは主に生涯学習の推進に大きなウエイトを占める社会

教育を中心とした関係機関・団体等が行う研修機会を範囲としてまとめるこ
とにしたい。

(2)市町村における生涯学習指導者の研修機会
市町村で行われる生涯学習指導者の研修で最も多くを占めるのは，社会教

育関係団体を対象にしたものである。特に，組織母体の大きな女性団体，
PTA,青少年教育団体，文化・スポーツ団体等を対象に企画された，あるいは
各団体が自ら行う研修は道内のほぼ全市町村で取り組まれている。
また，行政関係者を対象に企画される生涯学習関連の研修機会の中で多く

見られるのが，教育関係の各種委員を対象とした研修であり，その形態とし
ては視察及び会議等が多くなっている。
しかし一方では，新たな視点から指導者の養成を目指す研修機会を提供す

る市町村も多く見られるようになってきている。
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特集生涯学習を支える研修7４

社会教育関係の全道規 修事業の概要表４
事 業 名 主 催 対 象

１ 全 道 社 会 教 育 主 事 等 研 修 協 議 会 道教委 市 町 村 社 教 主 事 等 職 員
２ 社 会 教 育 実 践 事 例 研 究 団 体 市 町 村 の 社 会 教 育 担 当 者
３ 社 会 教 育 専 門 講 座 道教委 市 町 村 の 社 会 教 育 担 当 者
４ 公 民 館 経 営 専 門 研 修 講 座 道教委 公民館関係，社教関係職員
５ 都 市 公 民 館 実 務 担 当 者 研 修 会 団 体 公民館関係，社教関係職員
６ 都 市 公 民 館 長 研 修 会 団 体 公民館関係，社教関係職員
７ 図 書 館 専 門 講 座 道教委 公民館関係，社教関係職員
８ 青 少 年 教 育 施 設 経 営 専 門 研 修 講 座 道教委 青 少 年 教 育 施 設 関 係 職 員
９ 博 物 館 ・ 郷 土 資 料 館 専 門 研 修 講 座 道教委 博物館・郷土資料館等職員
1０ 青 少 年 教 育 施 設 職 員 研 修 指 導 部 会 道教委 青 少 年 教 育 施 設 関 係 職 員
1１ 生涯学習推進アドバイザー研修講座 道教委 生 涯 学 習 ア ド バ イ ザ ー 等
1２ 且： 涯 学 習 専 門 研 修 講 座 道教委 市町村教育委員会職員等
1３ 封l域生涯学習活動実践交流セミナー 道教委 生 涯 学 習 推 進 本 部 職 員 等
1４ をＧ

凸 会 教 育 方 法 専 門 講 座 道教委 市 町 村 教 育 委 員 会 職 員 等
1５ 且:涯学習システム端末機操作技術講習会 道教委 市町村教育委員会職員等
1６ 青 少 年 自 然 体 験 活 動 者 養 成 事 業 道教委 大学生・学校職員・一般等
1７ 女 性 の 生 涯 学 習 指 導 者 研 修 講 座 道教委 婦人教育担当者，婦人団体
1８ 男女共同参画型アドバイザー養成講座 道教委 市 町 村 教 育 委 員 会 職 員 等
1９ 視 聴 覚 教 育 指 導 者 養 成 講 座 道教委 市 町 村 視 聴 覚 担 当 職 員
2０ 郷 土 学 習 教 材 制 作 専 門 講 座 道教委 校職員・市町村職員・一般
2１ ビ デ オ 映 像 教 材 制 作 専 門 講 座 道教委 道 民 般
2２ 北 海 道 社 会 ・ 教 育 ． 研 究 大 会 団 体 社会教育関係団体，関係者
2３ 北 海 道 社 会 教 育 推 進 研 究 協 議 会 ｛ｎ 体 市町村社会教育団体指導者
2４ 北 海 道 公 民 館 大 会 ＩⅡ 体 市 町 村 公 民 館 関 係 者 等
2５ 北 海 道 博 物 館 大 会 （n 体 市町村博物館職員，学芸員
2６ 学 芸 職 員 研 修 会 Ｉｎ 体 学 芸 員 関 係 鞍 員
2７ 動 物 園 ・ 水 族 館 職 員 研 修 会 Ｉｎ 体 動 物 園 ・ 水 族 館 関 係 職 員
2８ 科 学 館 職 貝 研 修 会 Ｉｎ 体 市 町 村 科 学 館 職 員 等
2９ 美 術 館 学 芸 員 研 究 協 議 会 ｛n 体 美 術 館 職 員 学 芸 員 等
3０ ミュージアムマネージメント研修会 ｛ｎ 体 美 術 館 職 員 学 芸 員 等
3１ 北 海 道 図 書 館 大 会 Ｉｎ 体 図書館司書 関 係 職 員 等
3２ 北 海 道 図 書 館 新 任 職 員 研 修 会 Ｉｎ 体 新 任 図 書 館 職 員 ・ 司 書 等
3３ 全 道 図 書 館 中 堅 職 員 研 修 会 Ｉn 体 図 書 館 関 係 職 員 ・ 司 書 等
3４ 全 道 図 書 館 奉 仕 部 門 研 究 集 会 団 体 図 書 館 職 員 等
3５ P T A 指 導 者 研 修 会 道教委 市 町 村 P T A 役 員 等
3６ 全 道 P T 、 Ａ 研 究 大 会 団 体 市 町 村 P T A 関 係 者 等
3７ 北 海 道特殊教育関係ＰＴＡ研究大会 Ｉn 体 特 殊 教 育 P T A 関 係 者 等
3８ 北 海 道 高 等 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 大 会 Ｉn 体 高 等 学 校 P T A 関 係 者
3９ 北 海 道 女 性 大 会 Ｉn 体 女 性 団 体 役 員 ， 関 係 者 等
4０ 北海道女性団体連絡協議会中央研究集会 団 体 女 性 団 体 役 員
4１ 青 年 活 動 リ ー ダ - 養 成 講 習 会 道教委 市 町 村 青 年 団 体 活 動 者 等
4２ 生 涯 学 習 海 外 研 修 団 体 北海道生涯学習協会会員
4３ ス ポ ー ツ ク ラ プ 指 導 者 養 成 講 習 会 道教委 各種スポーツクラブ指導者
4４ 野 外 活 動 指 導 者 講 習 会 道教委 学校職員・教育委員会職員
4５ 北 海 道 体 育 指 導 委 員 研 修 会 道教委 市町村の社会体育指導委員
4６ 派 遣 社 会 教 育 主 事 研 究 協 議 会 道教委 派 遣 社 会 教 育 主 事
4７ Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 野 外 活 動 指 導 者 研 修 会 団 体 一 般 道 民
4８ ボーイスカウト全道指導者研究協議会 団 体 ボーイスカウト各団指導者
4９ シ ニ ア リ ー ダ ー 養 成 講 習 会 道教委 高 校 生 以 上 の 者
5０ 子 ど も 会 育 成 研 究 協 議 会 団 体 子 ど も 会 育 成 担 当 者
5１ 青 少 年 健 全 育 成 研 究 協 議 会 団 体 市 町 村 青 少 年 育 成 担 当 者



北海道における生涯学習の指導者研修の現状と課題７５

５今後の課題

(1)市町村における生涯学習指導者の研修体制の確立
先に述べた「道民の生涯学習に関する意識調査」や「市町村の生涯学習推

進上の当面する課題」の結果などから，指導者の充実が強く求められている
ことが明らかになったが，その内容は指導者の量的な面とともに，専門性と
いう面でその質も問われているように受け止めることができる。
今後，生涯学習を推進する上で，生涯学習指導者といわれる各層における

指導者の資質や能力を維持向上させることは，多様化・高度化する市民の学
習需要に応える市町村の生涯学習施策において，基本的に押さえておかなけ
ればならない要素一つであると思われる。
この関連で，地域に幅広く存在する生涯学習指導者が把握されているか否

かを一つの目安として考えることができるが，平成８年１月の調査では，道
内212市町村の内３１市町村が人材登録，及び指導者情報を有していることが
分かった。
しかし，それらの市町村においては，登録指導者の組織的な研修機会は皆

無に等しい状況にあり，資質等の向上は個々の自己研鐙によるという結果で
あった。
市民の日常的な学習活動を支援するという点において，地域における指導

者の存在と期待される役割の大きさについては言うまでもないが，今後の市
町村の生涯学習推進に当たっては，
・地域の生涯学習指導者の把握（発掘，登録）
・生涯学習指導者の資質・能力の向上（養成，研修）
・生涯学習指導者の積極的活用（派遣，機会の提供）

を観点とする指導者の充実に向けた施策の展開が，今まで以上に求められる
ものと思われる。
特に，施策の一環として，地域の指導者を広域的に行われる各種研修事業

に参加させることは，指導者の資質・能力の向上のみならず，研修を通して
培われる指導者間の関係づくりによって，広域の生涯学習ネットワークの構
築という副次的効果が期待され，今後，組織的・計画的な指導者の研修派遣



7６特集生涯学習を支える研修

について検討される必要があると思われる。
さらに，指導者の資質・能力を高める側面として，「学習（研修）一実践

(指導）-評価」の累積が大きく作用することからすれば，どれだけ多くの指
導場面を提供できるのかということも，今後の課題として押さえておく必要
があろう。また，請われて登録したのにもかかわらず数年もの間一度も指導
機会に恵まれない事例もあり，報われない登録への不信感が地域の生涯学習
推進を阻害する要因になり得る可能性を否定できない。

(2)研修機会の体系化
先に，市町村，管内・ブロック，全道の研修機会の概要を示したが，それら

の中から共通する課題として上げられるのは，
・研修参加者のニーズと研修内容・水準の調整
・研修領域の拡がりへの対応
・研修日程，期間等の調整
・研修の評価

等である。
１点目に，全道規模の研修会等の参加者からしばしば指摘されることを端

的にまとめると，「内容が難しくよく理解できなかった」「内容が易しすぎて
参考にならなかった」という大きくは２点に集約できる。その背景として推
測されることは，研修をプログラムする側が，予め参加者の状況を想定し，
内容・水準を平準化しようとすることに一因があると思われるが，いずれに
しても，参加者個々の要求水準に見合う選択可能なプログラムが求められて
いると言える。
２点目に，先に上げた研修機会を概観してみると，対象領域別の研修機会が

多い割には，活動領域別の研修機会が相対的に少ないことが分かる。このこ
とは，道民の日常的な学習活動の多くが活動領域にあることからすれば，今
後，一般行政及び民間が提供する研修の機会を含めて研修領域の統合化を図
る等の調整が必要になると思われる。
ちなみに，北海道の知事部局が行う活動領域にかかる研修機会は，表５の

通りとなっている。
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